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地元の子供と職人との体験教室
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の開発を目指しています。そこで，地元の計
測会社と協力し，建築・土木分野の３次元技
術の動向を紹介し，ドローン操作を体験して
もらいました。また，自分たちの住む街の白
地図に，理想の街を考えてもらい，街のシン
ボルとなる建物を設計しました。
・版築の体験教室（2017年８月６日，写真３）
土は，身の回りにある自然素材として，古
くから建物の材料に採用されてきました。今
回は，土を突き固めて作る版築をブロック状
に制作し，建材として利用する工法を採用し
ました。まず，小規模な構造として，建屋の
出入り口の階段として使用していますが，版
築ブロックづくりの体験教室を開催しまし
た。当日は引率の保護者も参加して，親子で
土に触れて，伝統的な工法を体験していただ
きました。
・ 出前授業～建物の構造～（2017年11月18日，
写真４）
家づくり体験教室で建物づくりの現場を体
験していただきましたが，座学と模型づくり
で建物の構造を理解してもらいたく，出前授
業を実施しました。当日は，グループに分か
れて，マシュマロ・チャレンジと割り箸タワ
ーを制作し，高さを競いました。
・ 出前授業～電気工学と生産システム～
（2017年11月18日，写真５）
このプロジェクトにおける３次元技術とコ
ミュニティーデザインに関わる専門家による
出前授業を，地元の高校生向けに開催しまし
た。また，試験建屋で実施している IoTモニ
タリングの実証研究（振動実験）を見学して
いただきました。
結び
次の時代を担う子供たちのために，大学と
して何ができるか，との考えから始めた体験
教室でしたが，講師役の大学生，企画した教
員が成長する場でもありました。また，モノ
づくりの現場の魅力を知るための企画でした
が，子供たちから学ばせてもらう場面がたく
さんありました。体験教室は，参加者全員が
学べる場なのかもしれません。
写真３　版築づくり体験の様子 写真４　出前授業～建物の構造～，マシュマロ・チャレ
ンジと割り箸タワーで体験
写真５　電気工学と生産システムの出前授業と建屋の振
動実験の見学
写真１　家づくり体験教室の様子 写真２　３次元技術とまちづくりの体験教室の様子
